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マメハモグリバエ寄生蜂の図解検索

農業環境技術研究所昆虫分類研究室小西和彦

はじめに

　マメハモグリバエLかめ配拶αかがo痂（Burgess）は1990

年頃から侵入害虫として日本で問題になり，それ以来各

方面で寄生蜂の調査が行なわれてきた。その結果，現在

までに，在来の寄生蜂が少なくとも28種確認されている

（表）。

　寄生蜂に関しては，一般向けの同定の手引きや図鑑の

類が無く，同定は専門家に任せるしかない状況にある。

しかも，マメハモグリバエ寄生蜂は一回のサンプリング

で複数種を含む多数の個体が採集されるので，サンプリ

ングのたびに多量の標本を全て専門家に送って同定依頼

するのは能率的でない。そこで，分類の専門的知識がな

くても誰でも同定できることを目標に，マメハモグリバ

エ寄生蜂の図解検索を作成した。また，検索の後に各種

の標本写真を掲載し，標本写真で似たものを探して見当

を付けた後，図解検索で確認するという方法も採れるよ

うにした。生物農薬として利用されている在来寄生蜂の

D診glyph総乞sαeα，および海外から導入されたDαcη醐α

sめ薦cαも検索に含めた。

Eulophidaeヒメコバチ科

　Eulophinae
　　9。Pη♂9α1どosp．

　　10．Heηz♂μαrsεn，μs　oαガcorn．どs（G辻ault）

　　11．P♂9卯加s磁eα（Walker）
　　12．Z）♂gl塑hμsη励oe邸s（Walker）

　　13．Z万gllypん衡s　p況s窃ε泥s諺s　（Erd6sα：Novicky）

　　14．jD♂gl鰹）hμsα1配scαpμs　Erd6s

　Elachertinae
　　15．S診εηo況es如sブαρo痂c那s（Ashmead）

　　　キイロホソコバチ
　Tetrastich士nae

　　16．Oo脚劉ssp．
　　17．Qωαdrαsあchμs　lか∫oη乙ly2αe　HanssonαLaSalle

　　18。　Qμα（かαsあchμs　sp．

　Entedontinae
　　19．　Pεd♂oZ）∫μs　sp．

　　20．Ch型sochαrεs　p傭heμs（Walker）

　　21．Chπysochαr♂s　pμ配cornお　（Zetterstedt）

　　22＿4ρ1餌oか⑳s臨mα顛（Kamijo）
　　23＿漉och耽ysocんαr♂s　ohαzα履Kamijo

　　24．漉㏄h型soch硫s∫orη30sα（Westwood）
　　25．八セoch耽ysochαrどs　sp．

　　26．Cん7tysoπo渉oηzly♂α砂oηα診αe　（Ferri6re）

　　27．Cんπysoηo護oηZly∫αsp．

　　28．αos6erocerμsかご∫αsc‘伽s　Westwood

　　29．Asεoo伽ε漉αs（Walker）

＊在来種ではない。

表　図解検索で扱ったマメハモグリバエ寄生蜂のリスト

Braconidaeコマユバチ科
　Alysiinacハエヤドリコマユバチ亜科

　　1．Pαcη，μsαηゆpo擁cαTakada

　　2．Pαcn，κsαsめ加cαTelenga＊

　Opiinaeッヤコマユバチ亜科
　　3。　Cや診μS　SPP。

標本の取り扱い

Eucoilidaeツヤヤドリタマバチ科
　　4．KZe顔loオoη1αSP．

　　5．　Groπ060ηzα　SP．

Pteromalidaeコガネコバチ科

　Miscogasterinae
　　6．　81pheg♂9αs犯r　hαη麗孟9αr♂oorαIshii・P’て

　　7．Hα1診♂c曜erαcかoぬs（Walker）

　Pteromalinae
　　8．Tr∫oんo醗αZρps♂s　o耽y2αe　KamijoαGrissel1

　同定を正確かつ容易に行うためには，何よりも標本の

状態が良いことが必要である。標本にゴミやカビが付着

していると同定に必要な部分が隠れて見えなくり，また，

腐った標本は壊れやすくなる上，変色して色彩パターン

がわかりにくくなる。飼育容器の底に放置された寄生蜂

の死骸はそのような状態になっていることが多いので，

これを避けるためには寄生蜂を生きているうちに回収す

るのが最善である。

　標本は乾燥でも液浸でも同定に差し支えないが，慣れ

ないうちは乾燥標本を台紙に貼り付け，この台紙に昆虫

針を刺し，いろいろな方向から標本を観察できるように

した方が良い。台紙は薄いケント紙を，高さ約l　cm，底
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辺3～4mmの長三角形に切って作る。この台紙の尖っ

た頂点に接着剤を少量つけ，虫の胸部側面か腹面に貼り

付ける。このとき，接着剤が多すぎて虫体が接着剤に埋

まってしまわないように，また，脚だけ又は翅だけに貼

り付けて標本が落ちやすくならないように気をつける。

　コバチ類を殺して通常の方法で乾燥させるとほとんど

の場合虫体が変形し，ひどいときには全体的につぶれて

生きているときとは雰囲気が大きく変わってしまうが，

このような状態でも同定には支障ない。つぶれていない

乾燥標本を作る場合には，生きたコバチ類をエタノール

に入れ，殺虫して保存し，以下の2つの方法のいずれか

を採用すると良い。すなわち，臨界点乾燥機で乾燥させ

るか，あるいは，エチルセロソルブまたはイソプロピル

アルコールに約8時間浸し，その後キシレンに約5分間

浸渣した後乾燥させる。

検索表使用上の注意

　同定依頼のために送られてくるマメハモグリバエ寄生

蜂の中には，しばしば，アブラムシに寄生するアブラバ

チ類や，マメハモグリバエの卵に寄生する蜂としては大

きすぎるタマゴバチ類が混ざっている。これはサンプリ

ングの際に，マメハモグリバエが侵入している葉にっい

ている他の昆虫を採集してしまったためと思われる。し

かし，この検索表には，マメハモグリバエに確実に寄生

していたと思われるものしか含まれていない。寄生蜂の

科が同定できればおおよそ何のグループに寄生するのか

予測できるが，ハチ目は全般的に科の同定が難しく，簡

単に引ける検索表もないのが現状である。このため，サ

ンプリングの際にはマメハモグリバエおよびこの寄生蜂

以外の昆虫が混入しないよう極力注意しなければならな

い。

　この検索表には，検索表作成の時点までにマメハモグ

リバエから得られた全ての寄生蜂が含まれているが，今

後新たな種が加わる可能性は残っている。たとえ検索表

でどれかの種に行き着いたとしても，それまで自分で同

定したその種の標本と雰囲気が違うとか，標本写真と雰

囲気が違う，といった場合には迷わず専門家に同定を依

頼すべきである。

　寄主であるマメハモグリバエ自体，体長2mm程度の

小さな昆虫であるので，当然その寄生蜂は寄主と同じか

それより小さく，微小なものばかりである。そのため，

同定に際しては，高倍率が使え，解像度の高い顕微鏡が

必要である。また，良い顕微鏡を使っても，しばしば，

見たい部分がよく見えない場合がある。そのような時に

は，光を当てる角度を変えてみる，反射光でなく透過光

で見てみる，多少分解してみる，あるいはプレパラート

にする，といった工夫が必要となる。

　色彩は標本の状態によって変わる可能性がある。特に，

白色や黄白色の部分は変色しやすく，乾燥の状態によっ

ては黒っぽく見えることがある。必ず他の特徴について

も参照する必要がある。

鞭節

中体節
後体節

頭部

＼

、9

鞭節
　梗節
／
　　　柄節

梗節

み丙節

前伸腹節

　　　　　　繋即
棍棒状部

㍉．

図　寄生蜂の体節（左側）および触角の節（右側）の呼び方
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用語解説

　体節：この検索表で扱った寄生蜂は，全てハチ目の中

の細腰亜目というグループに含まれる。このグループの

ハチは，図（左側）のように腹部第1節が胸部と密接に結

合し機能上も外見上も1つのかたまりを形成して，腹部

第1節と2節の問が細くくびれている。このため，一見

すると胸部＋腹部第1節が胸部，腹部第2節以後が腹部

のように見え，以前そのように呼ばれていたこともある

が，最近では前者を中体節（mesosoma），後者を後体節

（metasoma）と呼ぶのが一般的になっている。腹部第1

節は特に前伸腹節（propodeum）と呼ばれる。以上をまと

めると以下のような式になる。

　　　中体節＝胸部＋前伸腹節（＝腹部第1節）

　　後体節＝腹部一腹部第1節

　触角の節（図，右側）：一般に触角の基部から第1節を

柄節（scape），第2節を梗節（pedice1），それより先の節

を鞭節（flagellum）と呼ぶ。鞭節先端の1～数節が他の節

より多少太く，一塊りになっている場合，それを棍棒状

部（club）と呼び，棍棒状部を除く鞭節（即ち，棍棒状部と

梗節の問の節〉を繋節（funicle）と呼ぶ。棍棒状部を形成

する節数は様々で，同属内でも種によって異なる場合が

ある。触角全体の節数が同じでも，棍棒状部の節数によっ

て繋節の節数が変わる。
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図解検索

科の検索（1）

前翅

縁紋がない

縁紋がある

縁紋がない

＼

翅室（翅脈に囲まれた部屋、△で表示）

が3つ以上ある

触角

翅室（翅脈に囲まれた部屋、△で表示）

が1つ、またはない

1110
　18

17

16

15

14

　13
　　　　　　　　　　4
　　　　　　　　5
　　　　　　7　6
11　10　9　8

　　触角は16節以上

3
21

13

12
9　8　7

　　6　　　5　　　4
7

6　5
　　　4
　　　　3　　　　　21

3　　2

12

触角は13節以下

1

2
コマユパチ科

4
科の検索（2）
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　　　　　　　　　1

　　　　　　　　曹

コマユバチ科Braconidae

前翅

翅脈がある 翅脈がない

頭部

⑪　　　◎
6s　　§

θ　　　　　　　　　　　o

大顎の歯は内向き

大顎を閉じると左右の大顎が互いにふれあう

大顎の歯が外向きについている

大顎を閉じても左右の大顎がふれあわない

3．0ρ砂S　SPP、 3
Oacησsa属
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　　　　2

　　　・曹

Dacησsa属

前翅

雄の縁紋は幅広

縁紋は雌雄とも細長い

♂

、．＿

♀

後体節背面図

－ ×

／耽

　～

ハ
l
l
て
￥璽

Uハ
モ ul 臼1μ
11 ll 1　　ノ

τ

第1節背板は密な

毛に覆われる

　へ

　、

レ

　　　第1節背板の
1毛はまばら

1ノノ＼1

1ハll川1
1u口、1ノ

　　　　　　↓

1．Oacησsaη4）ρoη1ca

1川1け〆〆ノl
l　l〆　　　　　ノ

　　　　　↓

2．Dacησsa　slb1〆1ca
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　　　1

　　　尋

科の検索（2）

前翅

1

，’

翅脈がない 翅脈がある

中胸背面図

－

，ノ

＼
、

〉ノδ

’／

憩

、
、

中胸小楯板は平坦か

膨らむだけで、特殊

な構造はない

⑤ 中胸小楯板にはテーブル状

で真ん中に窪みがあるディ

スクと呼ばれる特殊な構造

がある

6 5
科の検索（3）

（コパチ上科）

ツヤヤドリタマパチ科
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　　　　　　　　　　　　4

　　　　　　　　　　　　0

ツヤヤドリタマバチ科Eucoi”dae

　　（タマバチ上科Cynipoidea）

前翅

ノ

前縁に翅脈がない 前縁に翅脈がある

　　　　＼

弱い切れ込みがある 切れ込みはない

中胸背面図

．ーソ

　！

溝はなし、
溝力くある

ディスク

カく細長し、

鋤 中胸小楯板に　　ディスク

縦緻がある　　　は幅広

　　　　凸

4．κノeldofoma　sp．

～
ヤ

、一

’

⑤

ノ

中胸小楯板に

縦織がなし、

　　　　号

5．Gπ）ηofoma　sp．
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　　　　　　　　4

　　　　　　　　0

　　　　科の検索（3）

コバチ上科Chalcidoidea

35

脚

ノ

ふ節は5節

1
2
3

1
　2

　　3

ふ節は4節
4

角虫角

　　　　ー

　　　ノ

騨／繋節、＼
　　　　6　5　4　　3　2　　1

　　棍棒状部　　繋節
　　　　1、＼／＼

　　　　　　　654321

　　　　　　　　　　　柄節

　　　　　触角の繋節は6節

梗節

柄節

梗節

　　　　

∠＼／讐／梗節

　　　　　　　　三節↑

棍棒状部∠

柄節

梗節

4　　　3 2 1

触角の繋節は4節以下

柄節

　　　◎

　　　7

コガネコバチ科

　　　0

　　　9

ヒメコバチ科
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後体節側面図
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　　　　　　　　　　　6

　　　　　　　　　　　ウ

コガネコバチ科（1）Pteroma”dae

－

，ノ

　　後体節第1節の柄は見えない

頭部正面図

　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　’　　　　1

　　　　　　　　　　　　0

　　　　　　　　　　　◎◎

　　　　　　　　　頭楯前縁に突起がない

　　　　　　　　　　　　号

　　　　　8．7万cゐoma，oρsた30り∠zae

後体節第1節は棒状の柄になっている

　　　　　⑧　o

　　　●　6

頭楯前縁に一対の突起がある

　　　　号

　　　　8

コガネコパチ科（2）
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　　　　　　7

　　　　　　0

コガネコバチ科（2）

後体節側面図

ノ

第1節（柄）が長い

長さは幅の約3倍

第1節（柄）が短い

長さと幅はほぼ等しい

前伸腹節背面図

ノ

／

．網目状の表面構造を持ち、

縦の隆起線はない

9

へ

奄

表面は平滑で、

縦の隆起線がある

6．Sρねeglgasferゐamμ9σ〃vora 7．月a1〃coρfera　c1κ｛〃σS
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　　　　　　　　6

　　　　　　　　0

ヒメコバチ科（1）Eubphidae

前翅

　　　　　－
　　　　，ノ

翅脈がつながっている
翅脈が折れている

　　　↓

　　10

ヒメコパチ科（2）

　　　↓

　　16

ヒメコバチ科（5）
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体色

　　　　　9

　　　　　0

ヒメコバチ科（2）

黄色。頭部、後胸背板、前伸腹節、

後体節第3節背板に黒色斑紋あり。

少なくとも頭部と中体節は黄緑色か

ら暗緑色で金属光沢がある。

10

触角

ノ

　　　　　　　　繋節
棍棒状部／ 梗節

，ノ

胸部背面図

梗節

4　　　3 2 1

棍棒状部

∠＼芭／梗節
柄節

柄節

　　　2
　　　　　　1
繋節は4節 柄節

2　1

繋節は2節

または4節

－

溝が中胸楯板

後端に達せず

途中で消える

溝が中胸楯板

後端に達する

ヲ
9

　　　　　　　　中胸小楯板に一対

　　　　　　　　の縦溝がある
　　　　　　　号

　　キイロホソコバチ

15．Sオeηomes1σs／aρoηiごσs

／

＼

グ

　縦溝がない　　　　　　縦溝がある

中胸小楯板の縦溝は無いものと

あるものがいる

　　　　　号

　　　　　11

ヒメコバチ科（3）



40

11

触角
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　　　　　　10

　　　　　　曹

　ヒメコバチ科（3）

　　　　　　　ノ

　　　　　　，1
　　　　　　　’繋節

棍棒状部∠ 梗節

　　　　　4　　3　　　2　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　柄節
　　　　　　　　　　　　　　　♀

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　4　　3　　2
　　　　　　　　　　　　　♂

繋節は4節で，雄の触角は枝分かれしている

棍棒状部

∠＼芭／梗節

2　1 柄節

繋節は2節で，

触角は雌雄とも枝分かれしない

胸部背面図

－

，ノ

〈

’／

＼

、

中胸小楯板に縦溝はない

　　　　　↓

　　　　12

ヒメコバチ科（4）

刻

中胸小楯板に一対の縦溝がある

　　　　　↓

　　　　　13

　　0勺ウρ加s属
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雄の触角

　　　　　11

　　　　　曹

ヒメコバチ科（4）

12

！

触角の枝の側縁は鋸歯状で

なく長い毛が生えている
触角の枝の側縁は鋸歯状

雌の触角

劉

’
全体黄褐色

大部分黒褐色で

先端は白色

前伸腹節背面図

ノ

o o
0 o

縦向きの隆起線がある

　　　蚤

9．Pη〆ga〃o　sp．

　　　縦向きの隆起線がない

　　　　　　　凸

10．1》emiρfarseη〃s　va”co，7つ1s
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13 　　　　　11

　　　　　0

D／gヶρ加s属（1）

脚

69，

脛節はほとんど黒色

／
脛節は全体白色
で黒斑はない

脚は黒～暗緑色

後脚腿節に暗色斑紋

があるものもいる

脚は白～黄白色

後体節背面図

ノ

後体節は雌雄共全体黒色～暗緑色

号
14

斑紋

雄の後体節は黒色～暗緑色で茶

色がかった白色の斑紋がある

雌は全体黒色～暗緑色

　　　　　号

　　　　　15

0＠lyρ加s属（2） D勺lyρ加s属（3）
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　　　　　　13

　　　　　　曹

Oig加ρ加s属（2）

14

前翅が細長い

長さは幅の2．4～2．7倍
前翅は幅広

長さは幅の2．1倍

　　　　　　　1：’
　　　　　／　　　　　　　　ノ　　　　　ノノ　　　　　　メ
　　　　　〆をくグつニシ

＿〆1一影多多チ

・鷺猶

毛の列が曲がっている

　　　　　　　　チ　　　　／■77　価一■／

　　／〆／　ヲプ／一
　　　　　／！／／！ミ

　　毛の列は直線上

　　　　　　↓

11．Oig躰）わσs　lsaea 12．01g加）わσs　m1ηoeσs
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15

前翅

　　　　　13

　　　　　　ψ

Dig1γρ加s属（3）

前翅は細長い。長さは幅の約2．5倍 前翅は幅広。長さは幅の約2倍

後脚

腿節は通常全体黄白色

　　　　　＼

腿節中央部は広く緑色

　　　　　　　　　　、
時々、基部付近に淡い黒色

斑がある個体もいる

　　　　　　　↓

13．019肋oわ｛ノSρσsz’eηs1S

　　　　　　　↓

14。D19躰）わσs　aめ1scaρσS
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胸部背面図

　　　　　9

　　　　　0

ヒメコバチ科（5）

16

1

，’

溝が中胸楯板

後端に達する

溝が中胸楯板

後端に達せず

途中で消える

＼
中胸小楯板に一対

の縦溝がある
縦溝がない

17
ヒメコバチ科（6）

19
ヒメコバチ科（7）
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17 　　　　　16

　　　　　0

ヒメコバチ科（6）

体色

ノ

，ノ

体は全体暗緑色で、金属光沢がある

　　　　　／

頭部は黄白色
’

－

中体節は茶色で黄

白色の斑紋がある

＼
後体節前半は黄白

色で後半は茶色

金属光沢はない

　　　　↓

16．Oomyzσs　sp． 18

Qσadras〃c加s属
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　　　　　17

　　　　　　0

Q〃adAas〃o加s属

18

色彩パターン（背面図）

中胸盾板はほ

とんど茶色

中胸盾板はほとんど黄

褐色で前方のみ茶色

　　　後体節は末端ま

　　　で茶色
iii婆／

　　　後体節末端が黄褐色

　　　の個体が多い
………………シ！

　　　　　↓

18．Qσad〆asflcんσS　SP・

　　　　　　　↓

17．QσadAas”c力σs””omyzae
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19
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　　　　16

　　　　　曹

ヒメコバチ科（7）

前翅の翅脈の長さ

　ノ
，ノ

　a

～ぶ
多

寧懸　　一　　■　　1
　　■　　』

a＞b a＝bまたはa＜b

a：縁紋脈の長さ

b＝枝脈の長さ

　　　↓

　　　20

ヒメコバチ科（8）

　　　　↓

　　　22

ヒメコバチ科（10）
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　　　　　19

　　　　　　ラ

ヒメコバチ科（8）

49

20

前胸背板背縁

ノ

，’

ノ

隆起線に縁取られる 隆起線がない

　　1
　　モ
0　㌧　　＼＼

O＼

。／

＼Q　＼、

　　　　↓

　　　21

ヒメコバチ科（9）

　　　　　　　　↓

21．Cわノysocわa〃sρσわ1co’η1s
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21

前伸腹節の隆起線

　　　　　20

　　　　　　曹

ヒメコバチ科（9）

0 も
ρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　無し、

後方で二叉し，前伸

腹節後端に達しない

　　　　　　　　　↓

　20．Oりαsocわa”sρeη酌eσs

前方で二叉し，前伸

腹節後端に達する

ある

　　　　　　　↓

22．Aρ1e静oかoρ1s　kσmafa1
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　　　　　19

　　　　　　ψ

ヒメコバチ科（10）

前伸腹節背面図

　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ノ

　　　明瞭な隆起線がある

　　　　　　　6

　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　19．Ped70b如ssp．

o

明瞭な隆起線はない

　　　　● ■

　　　　↓

　　　　23

ヒメコバチ科（11）

　　51

22
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23

前翅

　　　　　22

　　　　　　曹

ヒメコバチ科（11）

毛の列が1列

一一一ト

！ 1

，ノ

1

毛の列が1列

1’一’，ゴ．

y’
／

縁紋脈 斑紋が1っ

毛が列になっていない

　　斑紋が3っ
斑紋が3っあり、縁紋脈から毛

の列が1列でている。

斑紋がない

28．C／osferoceπノs　f〃角sclafσs

斑紋はないか、あっても1つ。縁紋脈か

らの毛の列は1列、2列、またはない。

　　　　　　　　↓

24
ヒメコバチ科（12）
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前翅

　　　　　23

　　　　　　ウ

ヒメコバチ科（12）

毛の列が1列

24

『層声

〆

1

，！

1

毛が列になっていない

毛の列が2列

〆！〆’！’”一
〆

、　、

へ、、．、

脚

！

｛ρ1
瓢・

！

鄭

馨
真
・ム6

前中後脚の腿節は白～黄白色

黒斑を持つものもいる

・盤

　　　翌
　　　　　　ゆ簿‘
　　　　　　・：・勃’・　　●茜
　　　　　　3：矩。　　　　窮　　　　　靴㌘．　　　　　’
　　　　　ン娼㌧’馬

　　　　　錨　　　謹
　　　　響　　　　灘
　　　　、申　　　　蟹．

麟拶
前中後脚の腿節は全体黒褐色～黒

号
27

◎
25

戸》eOC加ysOC力a〃S属 ヒメコバチ科（13）



54　　　　　　　　　　　　　　　　　　農業環境技術研究所資料　第22号（1998）

25　　　　　　　24
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメコバチ科（13）

前翅

　　　　　　　　ノ

　　　　　　，’
　　　　　　　　・　毛の列が2列　　　　　　　　　　　　　　　毛の列が1列

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油ご　　　　　　　　　　　　　　　　〆■－’1’”一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，r
　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プロ

　　　　　　　　　　　　　　　＼　　』餐

後脚の色彩パターン

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コギリ

　　　　　　　　　　　　　　　　・　＼　　　　　鐙◎

　　　　　　　　　．藪、　　　　　　　　　　　灘　　　卜
　　　　　　　　　蹴　　髪　　脛節

　　　基節餅懲櫛　　　　　薄．
　　　霧騨　　醗／蕊　　　．　　　　楓

　　　　　基節から脛節まで全体黒褐色で、

　　　　　ふ節は黄白色　　　　　　　　　　　　　　脛節は少なくとも先端付近が黄白色

　　　　　　　　　　　　　↓　　　↓

　　　　　　29・Ase・・dese加as　　　　　　　　　　　26

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C肋／soηofomyla属
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　　　　　　25

CわαS．η漫．myla属
26

後脚の色彩パターン

へまダ

鵜
貿

腿節は黒褐色

脛節は大部分黒褐色

で先端だけ黄白色

．／

脛節は大部分黄白色で基

部付近がかすかに黒ずむ

　　／

腿節は黒色で金

属光沢がある

前翅の斑紋
－－〆

斑紋がある 球正糸文ズジない

中胸小楯板の毛

－

雄の後体節背面図

毛が1対ある

ノ

！

＼

＼
』恩

マ

1（’

毛が2対ある

全体黒褐色

　　　　　　　　◎

26．Cカノysoηofoη？yla　lyoηeflae

、褐色の斑紋がある

27．Cわη〆soηoオoη？yla　SP．
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27

後脚
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　　　　　　　　24

　　　　　　　　ウ

ノVeoo厨ysoc力a〃s属（1）

臨，

雌の後脚腿節には斑紋がない 雌雄とも後脚腿節に斑紋がある

前翅

！

！

細長い

幅広

中胸背板の表面構造

ノ

ノ

表面構造が弱く、つやがある。

　　　　　　　　◎

23．八’eocわり／socわa〃s　o’〈aza’〈〃

細かな表面構造が密にあり、

つやがない。

　　　　◎

　　　28

ノVeoc加γsoc胎〃s属（2）



前翅

　　マメハモグリバエ寄生蜂の図解検索

　　　　　　　27

　　　　　　　　ウ

，Veoo加ysooわa〃s属（2）

雌の前翅に斑紋がある

中胸背板の表面構造

llが明瞭

　　　　　比較的強く彫刻される

　　　　　　　↓

24．八’eOCわつ〆sOCんa〃Sえ）rmoSa

　　57

28

雌雄とも翅に斑紋がない

1溝は浅く

不明瞭

　比較的弱く彫刻される

　　　　　　↓

25．八’eocわ1〕〆soσわa〃s　sp、
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マメハモグリバエ寄生蜂各種の解説

　1．Pαcη醐α庖ppo漉cαT㎜A（コマユバチ科）写真1（♀），2（♂）

　体長1．4～1．8mm。幼虫に産卵し蜻から羽化する内部寄生蜂。ナモグリバエC伽o況αの麗ダαho漉coZα（GouREAu）で

は優占種となっているが15，マメハモグリバエからはまれ。本種と次のZ）．sめ漉Cαは外向きの大顎を持つことで今回扱っ

た他の全ての種から区別される。

2．Z）αcπ協αsめか‘cαTELENGA（コマユバチ科）　写真3（♀），4（♂）

体長1．5～1．7mm。ヨーロッパから導入され，生物農薬として利用されている種。日本での自然分布の記録はない。

　3．Op如s　spp．（コマユバチ科）　写真5，6（♀）

体長1．4～1．7mm。Op如s属に含まれる種は少なくとも2種得られている。種の区別と同定が困難なこと及びまれに

しか得られないことから今回はひとまとめにした。
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饗

講

轡

1

亀鍬・

灘饗

2
塞

ぎ

＼＿ノ饗欝
駕＿ノ／

ぎ
、

麟

婁
〆 3

1驚

翠 4

鐵

，
、

鍵

繍〆も

薫臓
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　4．κZε認o渉o配αsp．（ツヤヤドリタマバチ科）　写真7，8（♀）

　体長1．1mm。本州で1個体得られたのみで，稀。本種と次のGro几o如濡αsp．が属するツヤヤドリタマバチ科は寄主

幼虫に産卵し蠕から羽化する内部寄生蜂で，中胸小楯板の特殊な構造によってハチ目の他の科から区別できる。

5．G70πoめ配αsp．（ツヤヤドリタマバチ科）　写真9，10（♀）

体長LO～1．4mm。沖縄本島以外では採集されていないが，同地では優占種となっているようである。

　6．Sp舵gZgαs孟er　hα況μgμrZuorαIs皿（コガネコバチ科）写真11（♂）

　体長1．3～1．9mm。虫雨に産卵し蠕から羽化する外部寄生蜂。ナモグリバエC加o濡砿om⑫α加漉eolα（Gou冊Au）の寄

生蜂として記載された6。日本（北海道，本州，四国）のみから記録されている。

　7．μαZ批op孟erαcZrcぬs（W乱匝R）（コガネコバチ科）写真13（♀），14（♂）

　体長！．4～1．7mm。幼虫に産卵し蠕から羽化する内部寄生蜂。全北区に分布し，日本ではナモグリバエC加o配砿om擁α

ho漉colα（GouREAu）8・15とナスハモグリバエ窺r‘o配y2αbαo碗αεK乱TENBAcH8に寄生した記録がある。マメハモグリ

バエからは稀。

　8．Tr諺clzo況αZρρsガs　o型2αε㎞Jo　e孟GRlssELL（コガネコバチ科）　写真12（♀）

　体長1．3～2．1mm。日本（北海道，本州，九州），韓国，中国，台湾から記録がある。寄主としてイネドロオイムシ0μZemα

oぴ2αε（K㎝AY蝋A）1（1，ナシチビガB鷹c認砿r厩ρッrZooハellαKmoKo1。，ミカンハモグリガP伽JlocηZ就sc’かeZlαST㎝ToN’α

’7，イネハモグリバエAgro濡歯αoぴ2αe（Mu刈曲TA）1〔），イネミギワバエ的drεZlぬgrオseolαF乱LEN’。，トゲナシミズ

アブAZ♂ogπoぬsαpporcπs‘s　MATsuMuRAIo，キアシヤガサムライコマユバチAραπ観εs耀∫Zc耀s（H飢IDAY）10，アオム

シサムライコマユバチApα群ε1εs　g・Jo配εrα翻s（LINNAEus）10，ヨトウオオサムライコマユバチM♂oroplめs況edぬめr

（H乱mAY猶が記録されている。マメハモグリバエからは少ない。
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霧
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　9．P漉gα1めsp．（ヒメコバチ科）写真15（♀），16（♂）

　体長1．3～L7m　m。幼虫に産卵し幼虫から羽化する外部寄生蜂。本州と四国で採集された。マメハモグリバエからは

少ない。本種と次のμε加餌αrsθπ粥び碗corηどsの雄は触角が枝分かれしていることで今回扱ったほかの全ての種から

区別される。

　10．He碗p厩rsεπ砺oαr乞corηZs（Gm皿丁）（ヒメコバチ科）　写真17（♀），18（♂）

　体長1．1～1．9m　m。幼虫に産卵し幼虫から羽化する外部寄生蜂。旧北区からハワイ，オーストラリア，アフリカまで

広く分布する2。日本では，寄主はマメハモグリバエのみが知られており，本州，沖縄本島，石垣島で多数採集された。

静岡県における調査では，施設栽培で優占種となっている14．レユニオン島（マダガスカルの東）でもマメハモグリバエ

を含む潜葉性昆虫の重要な天敵であり1，台湾でもマメハモグリバエ寄生蜂の中で優占種となっている11。前種同様，雄

の触角は枝分かれしている。雌の触角は全体黒褐色だが先端だけ白色で，この色彩パターンによって他から容易に区別

できる。

　1L　D’gl卿勧s　Zsαεα（W飢旺R）（ヒメコバチ科）写真19（♂），20（♀）

　体長O．9～！．6mm。幼虫に産卵し幼虫から羽化する外部寄生蜂。生物農薬として販売されている種。日本では北海道，

本州，九州から記録されており，北半球に広く分布する。ナモグリバエC加o配α60濡ダαho漉coJα（GouREAu）8－15，イ

ネハモグリバエAξro況移αo型zαe（M㎝慧ATA）8・13，Ph桝o規膣αrαη醜c繭ScHR姻K8では優占種となっており，ムギ

クロハモグリバエAgro肌弊ααZ玩peππ∫s　MEIGEN8からも記録されている。マメハモグリバエからは少ない。

　12．』翫81塑加s漉ηoeμs（W乱皿R）（ヒメコバチ科）写真21，22（♀）

　体長1．0～1．6m　m。幼虫に産卵し幼虫から羽化する外部寄生蜂。ヨーロッパと日本（北海道，本州）から記録されてい

る。日本ではナモグリバエC加o配α加m』yぬho漉ooJα（GouREAu）8114，」％餌o鵬ッ2αブμc醜dαFRosTε6‘SAsAKAwA8，

Ph舛o規⑫αrαη槻c読Sc㎜8に寄生した記録がある。マメハモグリバエからは稀。
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　13．1）オglッphμs　pμs2診eπsZs（ERD6s　e孟NovlcKY）（ヒメコバチ科）写真23，24（♀），25，26（♂）

　体長0．9～1．5m　m。幼虫に産卵し幼虫から羽化する外部寄生蜂。ヨーロッパと日本（北海道，本州）から記録されてい

る。日本ではムギクロハモグリバエAgzo㎜⑫ααZ配peππどsMEIGEN8，ナモグリバエCんro況砿o濡ダαho漉colα（Go肥Au）

8・15，P妙め況移αrαπ槻eμ1ぎSc㎜8に寄生した記録がある。マメハモグリバエからは少ない。

　14．1）♂glγρ勧sα16診scαp聡Em6s（ヒメコバチ科）写真27，28（♀），29，30（♂）

　体長1．0～1．5mm。幼虫に産卵し幼虫から羽化する外部寄生蜂。ヨーロッパと日本（北海道，本州，四国，九州，徳之

島）から記録されている。日本では，ムギクロハモグリバエAgromッ2ααlbゆeηηおMEIGEN8，イネハモグリバエAgro肌移α

砿yzαe（M駅船TA）8a3の優占種として知られており，イネミギワバエ的drellZαgr‘seolα（F乱LEN）8・12，ナモグリバエ

C加o規砿omy‘αんo漉colα（Go皿EAu）8P15，センニンソウハモグリバエP妙60規⑫αpαπ♂cμ1砿αεSAs蝋wA8も寄主とし

て記録されている。マメハモグリバエからは少ない。
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　15．S6επo濡εsZ酪ゾαpo痂cμs（As田E曲）キイロホソコバチ（ヒメコバチ科）　写真31，32（♀）

　体長2．Omm。日本からニューギニアや北アフリカまで広く分布し，多くの潜葉性蛾類が寄主として報告されている7。

マメハモグリバエからはまれにしか羽化しないが，蛾類以外からは初めての記録である。

16．Oo硯移麗sp．（ヒメコバチ科）写真33，36（♀）

体長1．3～L4mm。本州で採集された。マメハモグリバエからは少ない。

　17．＠αdrα就c加s　l漉o隅ッ2αe　H姻ssoNεオLAS乱LE（ヒメコバチ科）写真35（♂），36（♀）

体長O．7～1．7mm。マメハモグリバエの寄生蜂として1996年に台湾から記載された種4。　沖縄本島では多数得られて

いるが，日本のその他の地域では採集されていない。

18．Qμαdrα就漉酪sp．（ヒメコバチ科）　写真37，38（♀）

体長0．7～1．Omm。本州で採集された。マメハモグリバエからはまれ。
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19．Pε4Zo碗μ8sp．（ヒメコバチ科）　写真39，40（♀），41，42（♂）

体長1．1～1．3mm。本州と沖縄本島で採集された。マメハモグリバエからは少ない。

20．C切soc厩腐peπ6加μs（W飢阻R）（ヒメコバチ科）写真43，44（♀）

　体長0．8～1．5m　m。幼虫または蜻に寄生する内部寄生蜂。様々な潜葉性昆虫に寄生することが知られている。日本で

はムギクロハモグリバエAgro瀧拶ααZblρεπη♂s　MEIGEN8，イネハモグリバエAgm規ッ～αo型～αe（M田晶TA）8・13，ナモ

グリバエCんro肌砿o隅ダαんo漉coZα（GouREAu）8’15，Pん』yめ配ッ～αrαημπc認オScHRANK8，ヨメナシロハモグリバエ

Cα1狸o麗拶α勧肌erα傭（voN　RosER）8等ハモグリバエ科及びミカンハモグリガPんッZZo碗就s　c伽εIZαST㎜ToN1◎’7が寄

主として記録されており，場合によって二次寄生もすることが知られている。全北区に広く分布し，台湾工1からも記録

がある。マメハモグリバエからは，本州，四国，九州，沖縄本島，石垣島で多数採集されており，各地で優占種となっ

ているようである。通常，脚は全体黄白色であるが，腿節が黒ずむ個体もいる。

　21．Chηyso疏αr‘s　pμb♂co肌Zs（ZETrERsTEDT）（ヒメコバチ科）写真45（♂），46（♀）

　体長1．4～1．5mm。蠕に産卵し蠕から羽化する内部寄生蜂。日本では以下の寄主が記録されている：ヨモギハモグリ

バエCα1』yoo規y～ααr診ε規∫sどαe（K乱TEM3AcH）5；ナモグリバエCん70濡砿o濡ダαんo漉coZα（Go駅EAu）5・8115；Cんro肌α60況ダα

s漉hα2礎αεSAs嶋wA5；互rめ肌ッ2αhα60♂SAs翻wA510p配o濡y～α濡α浴α（MEIGEN）5；ムギスジハモグリバエPh誕o濡⑫α

痂gm　MEIGEN51P加‘o㎜ッ～αpJα漉αg謝s　RoBMA狭DEsvoDY5。マメハモグリバエからは稀・
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　22．ApZεμroかoμs　hκ況砿砺（㎞Jo）（ヒメコバチ科）　写真47，48（♀），49，50（♂）

　体長1．4～2．5mm。日本（本州，九州，沖縄本島）のみから記録がある9。寄主として，ホソガ科のAcrocεrcops　sp．お

よびハモグリバエ科のササハモグリバエCerodoπ漉αb診s2々orb♂オα（SAS曲WA）が記録されている9。マメハモグリバエ

からは稀で，石垣島で1個体が得られた。

　23．1▽coch削so碗αrぢs　oんα2αた♂Z㎞Uo（ヒメコバチ科）　写真51，52（♀），53，54（♂）

　体長0．8～1．6mm。内部寄生蜂3。分布は日本のみから知られている。イネハモグリバエAgro濡拶αoぴεαε（M“船TA）

8113の優占種として記録されており，イネミギワバエ琢dreZl脇grZsεoZα（F乱LEN）8’12からも記録がある。マメハモグリ

バエからは本州，九州，沖縄本島，石垣島で比較的多く得られており，台湾でも記録されている1’。
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　24．Neoch型so漉碗s∫or規osα（WEsTwooD）（ヒメコバチ科）写真55，56（♀），57，58（♂）

　体長0．8～1．6mm。多くの潜葉性昆虫やハバチの卵に寄生する内部寄生蜂3。全北区からハワイ，アフリカまで広く分

布する3。日本では本州，四国，九州，沖縄本島，石垣島で多数採集された。各地で優占種となっているようである。

25。Neoc鋤yso碗αrなsp．（ヒメコバチ科）　写真59，60（♂）

体長0．9～1．3mm。内部寄生蜂3。石垣島でのみ採集された。マメハモグリバエからは稀。

　26．Cん型soπo如配画α1』yoη副αe（FER団E昭）（ヒメコバチ科）写真61，62（♀）

　体長0．6～1．1m　m。内部寄生蜂で，これまではヨーロッパに分布し，2種の潜葉性蛾類に寄生することが知られてい

た3。日本では本州と四国のマメハモグリバエから羽化したが，寄生率は非常に低い。



マメハモグリバエ寄生蜂の図解検索 73

轟
ぎ

・諜壷プ

鮮

か胞

155・

『欝ヴ

　　　　、講聾

。
姦
駆
響く野

　57簿

爵

58

声

愈、

メ
59

謹筏、

欝

60

璽　　　馬鮮

悔 61

癩齢1’

62



74 農業環境技術研究所資料　第22号（1998）

27．Chぴsoηoめ硯ダαsp．（ヒメコバチ科）　写真63，64（♂）

体長0．9mm。内部寄生蜂3。本州で採集された。マメハモグリバエからは稀。

28．Clos孟εrocεr聡加∫αsc’伽s　WEsTwooD（ヒメコバチ科）写真65，66（♀）

　体長1．3mm。鞘翅目，鱗翅目，双翅目，膜翅目に属する潜葉性昆虫に広く寄生することが知られている。日本ではミ

カンハモグリガP砂ZlocηZs傭c∫かεZlαST皿灯ToN1＆17，イネハモグリバエAgro肌移αo型εαε（M田曲TA）8・13，ナモグリバ

エC肋o配α60況ダαho漉coZα（GouREAu）8・15などから記録があり，場合によって二次寄生もすることが知られている。

マメハモグリバエからは稀。ヨーロッパと日本から知られており，日本では北海道から奄美大島まで分布が記録されて

いる。

　29．Aseoo4εsε漉α8（W乱阻R）（ヒメコバチ科）写真67，68（♀）

　体長0．6～1．Om　m。幼虫に産卵し幼虫から羽化する内部寄生蜂。ヨーロッパと日本（北海道，本州，四国，九州）から

記録されている。鞘翅目，鱗翅目，双翅目，膜翅目の卵や小さな幼虫に寄生することが知られており，日本では

Pん』ylloη砿yc孟er　Zαc加診砿αe（KuwATA）8，ナモグリバエC伽o濡砿omy♂αんo漉colα（GouREAu）8・’5が寄主として記録され

ている。
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